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群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、本
セ
ン
タ
ー
）

は
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
本
会
）
が
管
理
・

運
営
す
る
福
祉
・
介
護
の
分
野
に
特
化
し
た
無
料
職
業
紹
介

所
で
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
社
会
福
祉
を
担
う
マ
ン
パ
ワ
ー
の
養
成
・

確
保
や
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
主

に
求
職
登
録
者
の
方
々
へ
の
職
業
紹
介
や
資
格
に
関
す
る
相

談
の
受
付
な
ど
、
職
員
を
募
集
し
た
い
県
内
の
福
祉
施
設
・

事
業
所
か
ら
の
求
人
情
報
の
受
付
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
セ
ン
タ
ー
と
同
様
の
窓
口
を
高
崎
市
及
び
太
田
市

　

近
年
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
人
材
確
保
の
環
境
に

つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）
に
群
馬
県
で
は
介
護

人
材
が
約
４
万
人
必
要
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後
約

５
千
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
人
材
確
保
対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
関
係
施
設
・
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で

求
職
者
の
方
と
面
談
・
相
談
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
82
の

法
人
が
ブ
ー
ス
を
出
し
面
談
・
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

中
毛
・
北
毛
・
西
毛
・
東
毛
の
地
区
別
に
分
け
て
求
職
者
の

方
と
面
談
・
相
談
を
行
う
福
祉
の
お
仕
事
相
談
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
が
未

経
験
で
自
分
に
合
う
職
場
を

探
し
て
い
る
方
に
向
け
た
「
就

活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
や
、
就

職
活
動
の
準
備
や
面
接
時
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、
就

職
活
動
に
不
安
の
あ
る
方
に

向
け
た
「
福
祉
の
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の

　
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

　

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
意
義
や
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
本
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉
・
介
護
の
仕
事

に
関
心
の
あ
る
方
が
実
際
の
福
祉
・
介
護
の
仕
事
や
施
設
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
「
施
設

見
学
会
」
や
「
施
設
見
学
バ

ス
ツ
ア
ー
」、
実
際
の
職
場
の

雰
囲
気
や
介
護
の
具
体
的
な

業
務
を
体
験
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
職
場
体
験
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
課
程
を
有
す

に
福
祉
人
材
バ
ン
ク
と
し
て
設
置
し
、
無
料
職
業
紹
介
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
紹
介
に
つ
い
て

　

本
セ
ン
タ
ー
で
は
福
祉
・
介
護
の
分
野
に
就
職
し
た
い
方

と
、
職
員
を
募
集
し
た
い
県
内
の
施
設
・
事
業
所
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
求
職
者
の
方
が
気
に
な
る
求
人

が
あ
っ
た
場
合
、
求
人
を
出
し
て
い
る
施
設
・
事
業
所
へ
の

見
学
や
面
接
の
調
整
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
、
福
祉
・
介
護
の
業
務
や
施

設
・
事
業
所
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
つ
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
専

門
員
」
が
お
り
、求
職
者
の
方
か
ら
の
相
談
対
応
や
求
職
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
求
人
情
報
の
紹
介
等
、
き
め
細
か
い
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

求
職
者
の
方
が
施
設
・
事

業
所
の
方
と
直
接
的
な
面
談

や
職
場
で
仕
事
を
す
る
た
め

の
知
識
、
技
術
等
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
場
と
し
て
「
福

祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア
」
や

「
福
祉
の
お
仕
事
相
談
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
ハ
ー
ト
フ
ル
フ
ェ
ア

は
年
に
一
度
、
県
内
全
域
の

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

特集

相談風景
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福祉・介護人材の確保について

る
高
等
学
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
関
係
者
に
よ

る
高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

福
祉
職
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

外
国
籍
の
方
の
支
援
と
介
護
福
祉
士

修
学
資
金
貸
付
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
に
外
国
人
の
在
留
資
格
と
し
て
「
介
護
」
が

創
設
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
の
入
学

者
は
毎
年
倍
増
し
て
お
り
、
令
和
元
年
度
全
国
の
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
へ
入
学
し
た
者
の
う
ち
、
約
３
割
は
外
国
人
と

い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
に
お
い
て
は
外
国
人
留

学
生
へ
の
貸
付
も
増
加
し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
で
は
平
成

29
年
度
に
「
本
事
業
に
は
外
国
籍
の
方
も
含
ま
れ
る
」
と
し
、

保
証
人
に
つ
い
て
は
「
事
業
所
の
雇
用
主
や
役
員
（
理
事
長

等
）、
事
業
所
自
体
（
法
人
）
等
で
も
差
し
支
え
な
い
」
旨

の
文
書
を
発
出
し
、
外
国
人
留
学
生
の
多
く
が
法
人
保
証
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
本
会
福
祉
資
金
課
で
行
っ
て
い
る

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
に
つ
い
て
も
平
成
30
年
度

よ
り
外
国
人
留
学
生
の
法
人
保
証
が
認
め
ら
れ
、
平
成
30
年

度
は
13
名
、
令
和
元
年
度
は
47
名
と
、
多
く
の
外
国
人
留
学

生
が
貸
付
事
業
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
よ
り
新
規
事
業
と
し
て
「
外
国
人
向

け
介
護
の
仕
事
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
介
護
に
関
心
の
あ
る
日
本
語
学
校
の
留
学
生
や
定
住
外

国
人
の
方
等
を
対
象
と
し
た
事
業
で
、
介
護
福
祉
士
養
成
施

設
と
介
護
施
設
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令

和
元
年
度
は
７
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

従
事
者
向
け
研
修
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
人
材
不
足
の
問
題
の
１
つ
と
し
て
、

職
員
の
早
期
離
職
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
は
１

人
で
も
多
く
の
離
職
を
防
ぎ
福
祉
人
材
の
定
着
を
図
る
た
め
、

職
業
キ
ャ
リ
ア
（
職
務
経
験
）
に
応
じ
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
採
用
し
た
階
層
別
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
初
任
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」「
中
堅
職
員

研
修
Ⅰ
・
Ⅱ
」「
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
」

「
施
設
長
・
管
理
者
研
修
」
の
５
つ
の
研
修
を
既
に
実
施
し

ま
し
た
。

今
後
の
人
材
確
保
に
向
け
て

　

今
後
の
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
の
課
題
に
対
し
、
学
齢

期
か
ら
就
職
期
の
若
年
層
か
ら
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
評

価
・
選
択
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
従
事
者
の
定
着

の
促
進
を
図
る
た
め
の
労
働
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

　

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
は
、
従
事
者

の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
仕
組
み
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
に
は
、
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
が
今
後

の
少
子
高
齢
社
会
を
支
え
る

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る

こ
と
を
今
以
上
に
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
分
野
へ
の
積
極
的
な
参
入
・

参
画
が
促
進
さ
れ
る
た
め
の
周

知
を
積
極
的
に
啓
発
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
離
職
し
た
潜
在
的
有
資

格
者
等
の
掘
り
起
こ
し
や
福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お

い
て
、
新
た
な
人
材
と
し
て
期
待
さ
れ
る
他
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
方
々
、
そ
し
て
、
高
齢
者
や
外
国
籍
等
の
多
様
な
人

材
の
参
入
・
参
画
の
促
進
を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

福
祉
・
介
護
の
仕
事
及
び
研
修
に
つ
い
て
は

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
人
材
課

　

(

群
馬
県
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー)

　

☎ 

０
２
７-

２
５
５-

６
６
０
０

　

 

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
次
の
募

集
は
、
介
護
福
祉
士
養
成
校
在
学
中
の
者
を

対
象
に
、
令
和
２
年
度
４
月
頃
募
集
予
定
で

す
。
在
学
中
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

　

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉
資
金
課

　

☎ 

０
２
７-

２
５
５-

６
０
３
１

特 集

外国人向けバスツアー集合写真

中堅職員研修

外国人バスツアー見学中
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<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

「
令
和
元
年
台
風
15
号
及
び
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
」

県
内
外
被
災
地
支
援
活
動

❶ 

災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
く
派
遣

　

千
葉
県
社
協
お
よ
び
関
東
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
で
あ
る
東
京
都

社
協
か
ら
応
援
要
請
が
あ
り
、
本
会
で
は
「
関
東
甲
信
越
静
ブ

ロ
ッ
ク
都
県
指
定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時
の
相
互
支
援
に

関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
下
記
被
災
地
域
へ
応
援
職
員
を
派
遣
し

ま
し
た
。

⑴ 
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
業
務  

◆ 

支 
援 
先 

… 

千
葉
県
君
津
市

◆ 

派
遣
人
数 
… 

14
名
（
県
社
協
５
名
、
市
町
村
社
協
９
名
）

◆ 

派
遣
期
間 
… 
20
日
間
（
９
月
20
日(

金)

～
10
月
９
日(

水)

）

（
第
１
、３
、４
、６
ク
ー
ル　

※
第
８
ク
ー
ル
以
降
は

台
風
19
号
に
よ
り
中
止
）

❷ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議 

（
支
援
Ｐ
）
派
遣

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
支
援
や
関
係
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
等
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
支
援
Ｐ
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

過
去
の
災
害
に
お
い
て
多
く
の
支
援
経
験
を
有
す
る
運
営
支
援
者

と
し
て
本
会
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

◆ 

支 

援 

先 

… 

千
葉
県
鴨
川
市　
◆ 

派
遣
人
数 

… 

１
名

◆ 

派
遣
期
間 

… 

５
日
間
（
10
月
２
日(

水)

～
６
日(

日)

）

◆ 

業
務
内
容 

… 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
業
務
等

❶ 

災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
に

基
づ
く
派
遣
（
県
内
）

　

県
内
市
町
村
社
協
に
お
け
る
「
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協

定
」
に
基
づ
き
、以
下
の
被
災
地
域
へ
応
援
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

⑴ 

県
内
市
町
村
社
協
へ
の
支
援  

● 

県
市
町
村
社
協
職
員
の
派
遣

● 

資
機
材
等
の
貸
出
し
及
び
提
供

● 

県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
金
の
支
給 

等

① 

富
岡
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
10
月
14
日(

月)

～
10
月
28
日(

月)

ま
で
開
設
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

● 

５
日
間(

10
月
16
日(

水)

～
20
日(

日))

（
第
1
ク
ー
ル
）
※ 

派
遣
人
数
：
５
名

※ 

10
月
16
日
は
6
名
〔
県
社
協
２
名
、
藤
岡
市
社
協
２

名
、
安
中
市
社
協
２
名
（
17
日
か
ら
は
１
名
）〕

● 

令
和
元
年
10
月
27
日(

日)

※
派
遣
人
数
：
５
名 

（
県
社
協
１
名
、
安
中
市
社

協
２
名
、
下
仁
田
町
社
協
１
名
、
み
な
か
み
町
社
協

１
名
）

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
数 

… 

８
３
６
名

② 

高
崎
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
10
月
15
日(

火)

～
10
月
31
日(

木)

ま
で
開
設
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

４
日
間(

10
月
16
日(

水)

～
19
日(

土))

◆ 

派
遣
人
数 

… 

１
名
（
県
社
協
１
名
）

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
数 

… 

60
名

③ 

嬬
恋
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
10
月
17
日(

木)

～
11
月
3
日(

日)

ま
で
開
設
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

令
和
元
年
10
月
18
日(

金)

～
20
日(

日)

　

台
風
第
15
号
及
び
台

風
19
号
に
よ
り
、
東
日

本
を
中
心
に
広
い
範
囲

で
河
川
の
氾
濫
に
よ
る

浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど

の
災
害
が
発
生
し
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
県
内
外

に
お
い
て
、
被
災
地
の

市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
が
設
置
・
運
営
さ

れ
、
本
会
と
し
て
も
主

に
県
内
の
市
町
村
社
協

と
連
携
し
な
が
ら
、
県

内
外
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
運

営
等
を
支
え
る
た
め
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

台
風
15
号
に
よ
る
災
害

台
風
19
号
に
よ
る
災
害

１

2
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◆ 

派
遣
人
数 

… 

１
名
（
県
社
協
１
名
）

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
数 

… 

４
２
１
名

④ 

太
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
10
月
17
日(

木)

～
10
月
22
日(

火)

ま
で
開
設
）

◆ 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
数 

… 

２
４
４
名

⑵ 

生
活
福
祉
資
金
（
福
祉
資
金
「
緊
急
小
口
資
金
」）

特
例
貸
付
業
務

◆ 

支 

援 

先 
… 
大
泉
町

◆ 

派
遣
人
数 

… 
１
名
（
県
社
協
１
名
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

１
日
間
（
11
月
17
日(

日)

）

❷ 

災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
に

基
づ
く
派
遣
（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

栃
木
県
社
協
お
よ
び
関
東
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事

県
で
あ
る
東
京
都
社
協
か
ら
応
援
要
請
が
あ
り
、

本
会
で
は
「
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
都
県
指

定
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
災
害
時
の
相
互
支
援

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
以
下
の
被
災
地
域

へ
応
援
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

T O P I C S  <<<<<<< 

⑴ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
業
務

◆ 

支 

援 

先 

… 

栃
木
県
佐
野
市

◆ 

派
遣
人
数 

… 

25
名

（
県
社
協
８
名
、市
町
村
社
協
17
名
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

40
日
間

(

11
月
10
日(

日)

～
12
月
５
日(

木))

（
第
７
～
14
ク
ー
ル
）

⑵ 

生
活
福
祉
資
金
（
福
祉
資
金
「
緊
急
小
口
資
金
」）

特
例
貸
付
業
務

◆ 

支 

援 

先 

… 

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
、
大
子
町

◆ 

派
遣
人
数 

… 

４
名

（
県
社
協
１
名
、市
町
村
社
協
３
名
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

４
日
間

11
月
５
日(

火)

～
８
日(

金)

❸ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
・

資
機
材
貸
与
等
の
支
援

　

台
風
19
号
の
災
害
に
伴
う
県
外
被
災
地
へ
の

復
興
支
援
活
動
と
し
て
、
栃
木
県
内
の
家
屋
に

残
る
泥
等
の
撤
去
作
業
を
行
う
た
め
、
群
馬
県

民
を
対
象
に
現
地
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
。
ま
た
、
県
内
の
市

町
村
社
協
と
連
携
し
、
栃
木
県
足
利
市
、
栃
木

市
へ
災
害
支
援
資
機
材
を
貸
与
し
ま
し
た
。

⑴ 

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行

● 

栃
木
市

◆ 

活 

動 

日 

… 

令
和
元
年
11
月
４
日
（
月
）、

９
日
（
土
） 

２
日
間

◆ 

参
加
者
数 

… 

55
名
（
内
訳 

11
月
4
日
：
21
名
、

11
月
9
日
：
34
名
）

● 

佐
野
市

◆ 

活 

動 

日 

… 

令
和
元
年

11
月
26
日(

火) 

１
日
間

◆ 

参
加
者
数 

… 

21
名

⑵ 

災
害
支
援
資
機
材
貸
与
・
提
供

◆ 

足
利
市
社
協 

… 

ス
コ
ッ
プ
80
本
、

デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ

８
本

◆ 

栃
木
市
社
協 

… 

一
輪
車
３
台
、

土
嚢
袋

１
７
０
袋
、

高
圧
洗
浄
機

２
台

❹ 

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
派
遣

　

台
風
19
号
に
よ
り
長
野
県
長
野
市
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
に
伴
い
、
周
辺
の
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
要
配
慮
者
か
ら
の
相
談
業
務
等
に
対
応
可
能
な
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
へ
長
野
県
よ
り
派
遣
要
請
が
あ
り
、
本

県
よ
り
ぐ
ん
ま
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
を
派
遣
し
ま
し
た
。

◆ 

支 

援 

先 

… 

長
野
県
長
野
市
豊
野
町

（
長
野
市
立
豊
野
西
小
学
校
、
西
部
児
童
セ
ン
タ
ー
）

◆ 

派
遣
人
数 

… 

46
名 （
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
登
録
者
44
名
＋
事
務
局
２
名
）

◆ 

派
遣
期
間 

… 

48
日
間

(

10
月
24
日(

木)

～
12
月
10
日(

火))

（
第
１
ク
ー
ル
～
12
ク
ー
ル
）

◆ 

業
務
内
容 

… 

● 

避
難
生
活
者
の
相
談
支
援

● 

要
配
慮
者
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

● 

福
祉
避
難
所
等
へ
の
誘
導
連
携

● 

避
難
所
内
の
生
活
環
境
整
備
等

佐野市災害VC運営支援の様子

11.26 佐野市Ｖバス･Ｖ活動

佐野市内のニーズ調査
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佐藤 貴彦さん

��

本
県
に
お
け
る
介
護
人
材
の
確
保
・
育
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
の
デ
ー
タ
で
は
、
県
内
で

約
３
万
５
千
人
が
介
護
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
年
５
％
程
度
の
割
合
で
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
介
護
需
要
が
増
え
て
お
り
、
人
材
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
県
で
は
、「
参

入
促
進
」「
定
着
支
援
」「
資
質
向
上
」
の

３
つ
を
柱
と
し
て
介
護
人
材
確
保
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
「
参
入
促
進
」
で
は
、
介
護
福
祉
士
を

確
保
す
る
た
め
、
養
成
校
が
開
催
す
る
進

路
相
談
会
や
、
養
成
校
に
進
学
す
る
学
生

に
対
し
、
就
学
資
金
を
貸
与
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
って
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
の
頃

か
ら
介
護
の
仕
事
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
介
護
職
員
が
小
中
学
校
に
出

向
い
て
出
張
教
室
を
行
う
取
組
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
「
定
着
支
援
」
で
は
、
各
事
業
所
の
管

理
者
と
現
場
職
員
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

け
る
よ
う
実
施
方
法
の
見
直
し
等
を

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

��

介
護
現
場
で
の
外
国
人
材
の

状
況
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

県
内
の
介
護
現
場
で
活
躍
す
る
外

国
人
技
能
実
習
生
が
70
人
を
超
え
る

な
ど
、
本
県
は
外
国
人
材
の
受
け
入
れ

が
比
較
的
進
ん
で
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
技
能
実
習
生
向
け
日
本
語
研
修
を

実
施
す
る
ほ
か
、
外
国
人
材
の
受
入

を
検
討
す
る
事
業
所
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
最
新
情
報
を
提
供

す
る
な
ど
の
取
組
を
継
続
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

�
�

今
後
の
課
題
は

　
一
つ
一
つ
の
事
業
の
効
果
に
は
限
り

が
あ
る
の
で
、
新
し
く
で
き
る
こ
と
を

ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

現
場
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
、
今
後

さ
ら
に
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

中
、
介
護
職
員
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
大

き
な
課
題
で
す
。
国
内
人
材
の
確
保

対
策
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
と
と
も
に
、

生
産
性
の
向
上
や
外
国
人
材
の
確
保

に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ン
を
通
じ
て
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
進
め
る
「
ぐ
ん
ま
人
材
育
成
宣

言
事
業
者
・
認
証
事
業
者
」
制
度
を

普
及
す
る
と
と
も
に
、
介
護
助
手
や
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
事
業
所
を
支

援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
国
に
対
す
る
要

望
を
継
続
し
て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
「
資
質
向
上
」
で
は
、
介

護
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な

知
識
・
技
能
を
有
す
る
「
ぐ
ん
ま
認

定
介
護
福
祉
士
」
の
養
成
や
介
護
職

員
向
け
の
研
修
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

�
�

定
年
後
の
再
就
職
等
、
中
高
年

の
方
の
介
護
職
へ
の
関
心
は

高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
。

　
多
く
の
産
業
分
野
に
お
い
て
も
、
人

手
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
、
定
年
退

職
後
の
再
雇
用
や
定
年
の
延
長
が
検

討
さ
れ
て
お
り
、
再
就
職
先
と
し
て

介
護
職
を
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
は
難

し
く
な
って
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
介
護
に
関
心
を
持
ち
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
助
手
な
ど
と
し

て
活
躍
い
た
だ
く
た
め
の
入
門
的
研
修

を
、
市
町
村
と
協
働
し
て
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

　公益財団法人群馬県長寿社会づくり財団は、「高齢
者が活躍できる社会づくり」の拠点として、高齢者
の生きがいと健康づくりを推進することを目的に、
高齢者の社会活動についての啓発、自主的な社会参
加、生きがい及び健康づくり、雇用・就業及び能力
活用を促進するための事業を、群馬県と県内市町村
及び関係機関が一体となって推進していくための中
核的組織として設置された団体です。

公益財団法人 群馬県長寿社会づくり財団

高
齢
化
と
労
働
人
口
の
減
少
が
進
む
今
、将
来
に
わ
た
り
安
定

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
誰
も
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、介
護
人
材

の
確
保
と
育
成
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
群
馬
県
の
介
護
人
材

確
保
対
策
室
長
を
務
め
る
佐
藤
貴
彦
さ
ん
に
、介
護
人
材
を
と

り
ま
く
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆ 

群
馬
県
健
康
福
祉
部 

介
護
高
齢
課

介
護
人
材
確
保
対
策
室

室
長 

佐
藤 

貴
彦
さ
ん

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

つながる
福祉

全国健康福祉祭

健康ダンス(伊勢崎)

健康ダンス(桐生)

インタビュー

県 社 協 会 員 紹 介
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「
や
っ
と
贈
り
物
が
買
え
た
の
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
は

頼
め
な
か
っ
た
か
ら
…	

ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
94
歳
の
Ｍ

さ
ん
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
「
地
域
支
え
合
い
車
両
貸
出
事
業
」
の
初
日
で

す
。
最
初
の
利
用
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
三
郷
支
部
で

す
。
地
域
の
高
齢
者
の
方
２
人
の
買
い
物
支
援
を
す
る
、

こ
れ
も
ま
た
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
「
社
協
の
車
」
と
「
地
域
の
人
の
思
い
」
が
つ
な
が
り

た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
委
託
を

受
け
、
地
域
の
課
題
に
目
を
向
け
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
高
齢
者
の
「
移
動
」
の
問
題
は
、

地
域
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
に
気
づ
き
、

社
協
が
車
両
の
提
供
を
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
解
決
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
…	

と
の
思
い
か
ら
こ
の
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
も
社
協
も
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
い
く
。
そ
う

す
る
事
で
、
気
づ
き
や
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
、
地
域
で
の

助
け
合
い
が
広
が
り
、
安
心

し
た
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
へ

と
変
え
て
い
く
力
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

社
協
と
地
域
が
協
働
で
取
り
組
む

「
地
域
支
え
合
い
車
両
貸
出
事
業
」
が

始
ま
り
ま
し
た
！

社会福祉法人
伊勢崎市社会福祉協議会
伊勢崎市上泉町151
（伊勢崎市社会福祉会館）
TEL　0270-25-4546

伊勢崎市社会
福祉協議会
ホームページ

贈り物のパジャマ、どれがいいかね？
ボランティアさんとあれこれ相談できます

普段買えない物を
たくさんカゴに詰めます

高齢者の方が乗降しやすい
ように踏み台を用意しました

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

総務・式典部会
（16名）

活動交流集会部会
（26名）

令和２年度
全国民生委員児童委員大会群馬大会

実行委員会（15名）

県民児協・県社協・群馬県
前橋市民児協・前橋市社協・前橋市
高崎市民児協・高崎市社協・高崎市

CHECK!

全国大会群馬大会に向けて
　令和２年10月22日 ( 木 )・23日 ( 金 ) Ｇメッセぐんま（高崎市）
等で、「令和２年度全国民生委員児童委員大会群馬大会」が開催
されます。全国から3,500名が参加する見込みで、表彰やシン
ポジウム、活動交流集会等を実施する予定です。現在、開催に
向けて実行委員会と2つの専門部会で準備を進めております。

社協と地域の思いを乗せて…
さあ出発です！

第１回実行委員会 総務・式典部会、活動交流集会部会の様子
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INFORMATION

編集／発行
社会福祉法人�群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和２年１月１日

お 知 ら せ

人権相談 「見守り支援セミナー」を開催します。
　前橋地方法務局では、子ども、高齢者、
障害のある人も含めて、全ての人の人権が
守られるよう活動しています。その一環と
して、「みんなの人権110番」を設置し、人
権擁護委員又は法務局職員が、暴行・虐待、
差別・偏見、セクハラ・パワハラなど、種々
な困りごとについて電話相談に応じていま
す。秘密は厳守されます。ひとりで悩まず、
お気軽にご相談ください。

　地域の見守り活動から支え合いの地域づくりへ求められることや、実際に取
り組まれている多様な見守り活動について理解を深めます。

相談時間：平日 8:30 ～ 17:15
みんなの人権110番：☎ 0570-003-110

申込み・問い合わせ先：群馬県社会福祉協議会 地域福祉課
☎ 027-255-6226

　令和で迎える初めての正月。いつにもまして、気持ちを新たに
した人は多いだろう。今年は東京五輪・パラリンピックが開かれる、
世界が注目する１年でもある。
　人種、文化、食、政治体制、障害など全てが違うアスリートた
ちが集い、世界中の観光客もやって来る。県内でも各国選手が事
前キャンプで滞在予定だ。
　多様性とは、異文化とは何か。頭でっかちの理解やネット検索
を超えて、世界の人々と実際にふれあい、肌で感じる年にしたい。

	 編集委員　上毛新聞社前橋支局長　石垣 光広

令和２年２月27日(木)　13:00～16:00予定
群馬県社会福祉総合センター ホール
地域住民、民生委員・児童委員、市町村社協
役職員、地区社協関係者、市町村行政職員等
300名

講演：「地域の見守り活動から支え合いを育む」
講師：ご近所福祉クリエーター　酒井 保 氏
パネルディスカッション：「地域における多様な見守り活動」
登壇者：前橋市社会福祉協議会 ／ 榛東村社会福祉協議会 ／ ビーイング

日 時
会 場
対 象

定 員
内 容

社会福祉法人
群馬県社会福祉協議会
会長  川原 武男

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
新
春

を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。 

　

本
年
は
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

現
役
世
代
の
減
少
が
進
む
２
０
４
０
年
を
見
据

え
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
対
応
し
た
全
世
代

型
社
会
保
障
の
構
築
に
向
け
た
改
革
が
本
格
化

し
て
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
変
化
に

も
し
っ
か
り
と
対
応
し
な
が
ら
、
子
ど
も
や
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど
す
べ
て
の
人
々
が
地
域
、

暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
合
う

こ
と
が
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
皆
様
と
と
も
に
オ
ー
ル
ぐ
ん
ま
で
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

あ と が き

昨年度のセミナーの様子
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